
【全日制】２学期始業式 校長式辞 

 

皆さん、おはようございます。 

新型コロナウイルス第 7波が未だ鎮静化せず、皆さんの元気な顔を直接見てお話し

できないのが残念です。 

夏休み中、本校でも、感染の報告が少なくありませんでした。皆さんは若く体力が

あるため、感染しても無症状な場合があります。 

「もしかしたら自分も感染しているかもしれない」という危機感を忘れることなく、

人にうつさない行動、そして、もちろん感染しない行動を心がけて、これまでどおり

感染予防の徹底をお願いします。 

 

さて、夏休みが終わりました。皆さん、充実した日々を過ごすことができたでしょ

うか？ 

３つのお話をします。 

 

はじめは、うれしい報告と、私が同行した皆さんの活躍の様子を５つ紹介します。 

 

① 新聞で見た人もいると思いますが、自転車競技部の３年Ｄ組 中島 瞳 さんが、

８月６日（土）のインターハイ、女子ケイリン種目で優勝し、高校生日本一に

なりました。 

中島さんがこの栄光をつかむために払ったこれまでの努力に敬意を表します。 

本当におめでとう。 

 

② 川越きものの日実行委員会主催の「川越ゆかたファッションショー」が、 

18 日（木）に蓮馨寺で３年ぶりに開催され、デザイン科３年Ａ組の生徒が司会

と先輩が作った浴衣を着て出演するなど、地域の方々と交流を深めてきました。 

 

③ 高校生ものづくりコンテスト化学分析部門の関東大会が、埼玉県で 20 日（土）

に開催され、２年Ｃ組 大河原 あんな さんが、準優勝しました。 

  化学科で学んだこと、自ら分析技術を探究したことで、こうした栄誉ある結果 

を残してくれたことを、校長として誇りに思います。おめでとう。 

 

④ 川越市の市制施行 100 周年に向けた「フォトコレクション募集ポスター」、 

これは、デザイン科の生徒と、100 周年の記念式典で配布されるお土産「エコ 

マグ」、これは、化学科の生徒、を贈呈するため、 川越市長 川合善明 様 

を 26 日（金）に表敬訪問しました。 川合市長様と作品の製作に当たっての 

情報交換を行いました。お忙しい中をありがとうございました。 

 

⑤ そして、学びの面では、日本工業大学で、毎年、進学を目指している工業高校 

３年生を対象に「学習セミナー」を開催しています。 



県内工業高校から１６５名の申し込みがあり、本校からは、２４名が申し込み 

ました。３日間、英語と数学の１コマ 90 分の授業で、同じ志を持った仲間と 

勉強してきました。 

  

この他にも、補習や部活動、文化祭の準備など、幅広い分野で皆さんが活発に活動

していたことを本当にうれしく思います。 

 

２つ目は、私の夏休みについてです。 

 

夏休みは、皆さんだけでなく、私たち教師にとっても学びの時間です。 

各教科の研究会や勉強会、他校の視察などに多くの先生方が参加し、勉強をしてき

ました。 

 

私も日本工業化学教育研究会の全国大会のため、兵庫県に行ってきました。 

この大会に、工業化学を教えている 100 名を超える先生方が全国から集まり、研究

発表を行いました。 

現在の工業化学のテーマは、エコロジーやリサイクル、SDGｓです。 

プラスチックからガソリンを作る。 

コンニャク芋 から生分解プラスチックを作るなど、本校でもやってみたいと思え

る興味深い発表がたくさんありました。 

 

 SDGｓというと、 

私は、仕事で 川越市内のいろいろなところに行く時には、レンタル自転車を借り

て行きます。 

最近のレンタル自転車はみな電動アシスト自転車です。 

川越は観光地なので、借りたり返したりする場所がたくさんあり、とても便利です。 

もちろん私が若いときには、レンタル自転車も電動アシスト自転車もこんなに一般

的ではありませんでした。 

エコロジーの時代、SDGs の時代にとてもマッチしたシステムだなあと思います。 

このように、社会の在り方は、刻々と変わっていきます。 

もちろん時代時代にその良さがあり、引き継ぐべき伝統の技術もありますが、次の

社会では、一人ひとりが、社会の課題を見つけ、解決策を考え出していく力が求めら

れています。 

本校では、そのような学びを推進しています。しっかりと勉強して卒業してくださ

い。 

 

最後の ３つめは、悩みごとはありませんか？です。 

３年生は、この夏休みに就職や進学を希望する企業や学校へ見学に行ったことと思

います。 

卒業までに、それぞれの進路を決めなくてはなりません。 



いろいろと悩んでいる人も多いのではないでしょうか。 

そうした中で、１・２年生も含めて、今学んでいる専門以外の道に進みたいと考え

た人、考えている人もいるかもしれません。 

そして、そのことで、本校に進んだことが無駄だったとか、間違えてしまったと感

じている人も、もしかしたらいるかもしれません。 

しかし、今の専門を学んだからこそ、違う道が見えてきたということだと思います。 

人間が学んだこと、体験することに無駄なことなど一つもありません。 

学んだことの全てが、あなたの血となり肉となって行きます。 

回り道に感じることがあったとしても、これからの人生に必ず、今の学び、体験が

生きる時があります。 

あなたが、本校を選んだことに間違いはありません。 

どうか自信を持って学び続けて、ほしいと思います。 

それでも不安な時には、一人で抱えずに、周りの信頼できる大人に相談してみまし

ょう。 

悩みを話すだけでも、気が楽になるものです。 

 

さあ、２学期が始まります。２学期は体育祭、文化祭、２・３年生の修学旅行など、

学校行事が目白押しです。 

コロナ禍ではありますが、予防を徹底し、やり方を工夫し、皆で力を合わせ、実施

に向けて努力していきましょう。 


